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	キネシンファミリーメンバー2C（KIF2C）ホモサピエンス この遺伝子は、微小管依存性分子モーターとして機能するキネシン様タンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、プラス端で微小管を脱重合し、有糸分裂期の染色体分離を促進します。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年7月],機能：細胞周期全体を通して存在し、前期初期にセントロメアに結合し、終期後もセントロメアに結合したままです。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化されます。,類似性：キネシン様タンパク質ファミリーに属します。,類似性：キネシン様タンパク質ファミリーに属します。 MCAK/KIF2 サブファミリー。,類似性:1 つのキネシンモータードメインを含む。,サブユニット:CENPH と相互作用する。,組織特異性:胸腺と精巣で高レベルで発現し、小腸、結腸粘膜内層、胎盤で低レベルで発現し、脾臓と卵巣で非常に低レベルで発現している。前立腺、末梢血白血球、心臓、脳、肺、肝臓、骨格筋、腎臓、膵臓では発現が検出されない。,
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	KIF2C抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

